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防災の日
「防災の日」は、関東大震災の教訓

を忘れないという意味と、この時期に
多い台風への心構えの意味も含めて昭
和３５年に制定されたものです。

９月１日
防災の日

■
緊
急
地
震
速
報

１０
月
１
日
か
ら
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
、
発
表
さ
れ
ま

す
。
こ
の
速
報
は
、
震
源
に
近
い
観
測
点
で
検

知
し
た
地
震
の
震
源
や
地
震
の
大
き
さ
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
）
な
ど
を
数
秒
程
度
で
推
定
し
、

大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

も
の
で
す
。
発
表
は
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る

数
十
秒
か
ら
十
数
秒
前
で
す
。

発
表
が
あ
っ
た
ら
、

▼
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ

る
こ
と
、
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

▼
施
設
で
は
係
員
の
指
示
に
従
い
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
、
あ
わ
て
て
出
口
に
走
り
出
さ
な
い
　

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ

ス
の
落
下
に
注
意
し
て
、
建
物
か
ら
離
れ
る

▼
自
動
車
運
転
中
は
あ
わ
て
て
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
ず
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、
ゆ
っ
く

り
止
ま
る

緊
急
地
震
速
報
を
有
効
に
活
用
し
、
身
の
安

全
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

岡
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方
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象
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■
台
風
へ
の
備
え
を

台
風
は
、
接
近
す
る
時
期
や
規
模
、
雨
の
量

な
ど
を
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

台
風
の
進
路
の
左
側
よ
り
右
側
の
方
が
強
風
に

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
台
風
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
収
集

し
、
事
前
に
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
を
最

小
限
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
万
一
の
場
合
に
備
え
、
家
の
周

辺
の
点
検
や
、
飲
料
水
や
非
常
食
な
ど
の
非
常

持
出
品
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
自
主
防
災
活
動
に
補
助

大
規
模
な
災
害
に
対
し
て
、
最
も
素
早
く
、

そ
し
て
組
織
的
に
活
動
を
起
こ
せ
る
の
が
自
主

防
災
組
織
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て

活
動
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
食
い
止
め
る
力
も

一
層
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
町
内
会
な
ど
を
基
本
単
位
と
し
て
、

自
主
防
災
活
動
に
必
要
な
機
材
や
資
材
な
ど
の

購
入
に
対
し
て
５
万
円
を
上
限
に
補
助
を
行
い

ま
す
。
地
域
で
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
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課
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政
係
（
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）
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下水道の日
「下水道の日」は、昭和３６年、下水

道の全国的な普及を図ることを目的に、
「全国下水道促進デー」として始まりま
した。平成１３年、下水道に対する認識
の高まりもあり、より親しみのある名
称として「下水道の日」に変更されま
した。

９月１０日
下水道の日

救急の日
９（きゅう）と９（きゅう）で「きゅう

きゅうの日」。「救急の日」は、救急業
務や救急医療に対しての理解と認識を
深めてもらうことや、救急医療関係者
の意識の高揚を図ることを目的に昭和
５７年に定められました。

９月９日
救急の日

緊
急
地
震
速
報
　
１０
月
１
日
ス
タ
ー
ト

〜
地
震
や
台
風
に
十
分
な
備
え
を
〜

平
成
１９
年
上
半
期
の
火
災
件
数
は
１５
件
で
、
前
年
の
同

時
期
と
比
べ
６
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
の
種

別
で
見
る
と
、
建
物
火
災
が
８
件
、
林
野
火
災
が
３
件
、

そ
の
他
火
災
４
件
で
す
。
前
年
と
比
較
す
る
と
、
建
物
火

災
が
３
件
、
車
両
火
災
が
３
件
、
そ
の
他
火
災
が
１
件
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
、
林
野
火
災
は
１
件
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
損
害
額
に
つ
い
て
は
、
２
８
５
９
万
４
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
前
年
の
同
じ
時
期
に
比
べ
て
、

１
６
９
３
万
５
０
０
０
円
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
救
急
件
数
は
１
１
０
９
件
、
搬
送
人
数
は
１
０

８
３
人
。
前
年
の
同
時
期
に
比
べ
、
出
動
件
数
は
同
件
数

で
す
が
、
搬
送
人
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
種
別
ご
と
の

出
動
件
数
に
つ
い
て
は
、
急
病
に
よ
る
出
動
件
数
が
６
０

３
件
と
最
も
多
く
、
以
下
、
交
通
事
故
の
１
６
１
件
、
一

般
負
傷
の
１
２
６
件
と
続
き
、
こ
れ
ら
が
全
体
の
約
８０
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
代
別
の
搬
送
人
数
は
、
高
齢
者
の
割
合
が
多

く
全
体
の
５０
・
３
％
と
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
い
る
家
庭
で
は
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
や
家
庭
内
の
安

全
対
策
な
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
署
（
1
(2
８
３
４
６
）

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を

守
る
大
切
な
設
備
で
す
。
そ
こ
で
「
下
水

道
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
設
備
に
溜
ま
っ

た
汚
れ
を
き
れ
い
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
に
で
き
る
の
が
、
屋
外
に
あ
る

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」
の
掃
除
。
台
所
か
ら

の
排
水
を
受
け
る
こ
の
ま
す
の
な
か
に

溜
ま
っ
た
油
な
ど
を
取
り
除
き
、
水
分

を
除
い
て
か
ら
燃
え
る
ご
み
と
し
て
廃

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
、
排
水
管

の
詰
ま
り
や
臭
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
は
、
こ
の
作
業
を
月
１
回

程
度
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
の
清
掃
に
つ
い
て

は
、
市
が
業
者
を
通
じ
て
あ
っ
旋せ
ん

し
て

は
い
ま
せ
ん
の
で
、
業
者
な
ど
に
清
掃

を
お
願
い
す
る
場
合
は
各
自
の
判
断
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
下
水
道
係

（
1
(2
８
３
２
２
）

「 

出 

動 

」
。

搬送人数は増加、火災は減少 －火災と救急の概要［平成１９年上半期］まとまる－

クリーンますのなかの様
子。四角形の金属製のか
ごは取り外して掃除がで
きる（かごのない形状の
ものもあります）

排水設備の掃除を！

想定される「東南海・南海地震」で、緊急地震速報
が発表されてから、強い揺れが来るまでの時間（秒数）
を表しています。
緊急地震速報では、このように数十秒後に、大き

な揺れが迫っていることをお知らせします。




